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★
人
生
100
年
時
代
に
入
っ
た
と
は
言
え
、
寿

命
が
伸
び
て
も
、
認
知
症
に
な
っ
た
り
、
身

体
が
不
自
由
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
心
身

と
も
に
健
全
で
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
死
ぬ

直
前
ま
で
、
い
き
い
き
と
健
康
で
人
生
を
楽

し
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
医
療
費
の
抑
制

に
も
貢
献
し
、
次
世
代
に
も
迷
惑
を
か
け
な
い
。
★
母
親

が
今
月
中
旬
、
100
才
目
前
で
亡
く
な
っ
た
。
耳
が
少
し
遠

く
な
っ
て
い
た
が
、
記
憶
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
今
年

の
正
月
は
、
子
供
、
孫
に
囲
ま
れ
て
、
楽
し
い
新
年
を
迎

え
た
。
食
欲
も
あ
り
、
特
に
牛
肉
が
好
物
だ
っ
た
。
3
月

は
じ
め
食
欲
が
衰
え
、
物
を
受
け
付
け
な
く
な
り
、
近
く

の
介
護
施
設
に
入
所
し
た
。
★
子
供
3
人
が
見
守
る
中

で
、
母
親
は
静
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
3
人
の
中
で
、

私
が
母
親
に
一
番
世
話
を
掛
け
た
。
昭
和
30
年
代
の
学
校

の
教
師
の
給
料
は
安
か
っ
た
。
父
親
の
給
料
で
は
と
て
も

東
京
の
大
学
に
や
る
経
済
的
余
裕
が
な
か
っ
た
。
母
親
は

「
羽
織
の
仮
絵
羽
」
の
内
職
を
し
て
、
私
の
学
費
を
工
面

し
て
く
れ
た
。「
私
が
内
職
し
て
、
あ
ん
た
の
学
費
を
稼

い
だ
」
と
施
設
で
も
言
っ
て
い
た
。
★
学
校
を
卒
業
し
て

か
ら
、
職
を
転
々
と
変
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
へ
放
浪
し
、
選

挙
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
母
親
に
は
私
の
事
で
、
か
な
り
心

労
を
煩わ

ず
らわ

せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
最
後
は

介
護
施
設
で
、
看
取
り
に
立
ち
会
え
た
こ
と
が
、
せ
め
て

も
の
母
親
へ
の
親
孝
行
で
あ
っ
た
。★
私
は
3
人
姉
弟
で
、

姉
と
弟
が
い
る
。
姉
は
母
親
と
ス
ー
プ
の
冷
め
な
い
近
所

に
住
ん
で
い
る
。
弟
は
京
都
市
内
に
住
み
、自
営
業
者
で
、

時
間
の
融
通
が
利
く
た
め
、
足
繁
く
母
親
の
面
倒
を
見
て

く
れ
た
。
私
も
母
親
が
入
所
し
て
か
ら
は
、
時
間
の
許
す

限
り
病
院
に
足
を
運
ん
だ
。
母
親
の
最
後
の
看
取
り
を
通

し
て
介
護
離
職
、
老
老
介
護
を
避
け
る
に
は
、
介
護
施
設

の
充
実
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
っ
た
。

4月 号
平成30年
No.303

NHKの当選確実の報を聞いて万歳する西脇事務所

京
都
府
知
事
選
挙
予
想
外
の
接
戦

西脇隆俊氏初陣を飾る
有権者関心薄く前回並の低い投票率

西脇隆俊氏初陣を飾る
有権者関心薄く前回並の低い投票率

恒 心

3
月
22
日
告
示
さ
れ
た
京
都
府
知
事
選
挙
は
自
民
、
公
明
、
民
進
、

希
望
、
立
憲
民
主
の
各
政
党
が
推
薦
す
る
西
脇
隆
俊
氏（
62
）、
共
産
党

推
薦
の
福
山
和
人
氏（
57
）の
一
騎
打
ち
の
戦
い
と
な
っ
た
。
事
前
の
調

査
で
は
5
つ
の
政
党
が
推
す
西
脇
氏
が
福
山
氏
を
大
き
く
リ
ー
ド
し
て

い
た
。
中
盤
に
入
っ
て
も
そ
の
流
れ
は
変
わ
ら
ず
西
脇
氏
の
勝
利
は
確

実
と
思
わ
れ
て
い
た
。
福
山
氏
の
得
票
は
20
万
が
限
界
で
あ
ろ
う
と
、

マ
ス
コ
ミ
各
社
は
予
想
し
て
い
た
。
西
脇
陣
営
は
、
選
挙
に
対
す
る
府

民
の
無
関
心
が
低
投
票
率
に
繋
が
り
、
そ
の
結
果
、
共
産
党
推
薦
の
福

山
氏
に
有
利
に
働
く
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
。
終
盤
に
入
る

と
、
森
友
学
園
の
文
書
改
ざ
ん
、
防
衛
省
の
日
報
問
題
が
国
会
で
大
き

な
問
題
と
な
り
、
そ
れ
が
西
脇
候
補
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
さ
れ
た
。
選
挙
戦
は
、
終
始
盛
り
上
が
り
の
な
い
ま
ま
に

終
わ
っ
た
。
投
票
率
は
35
・
15
％
で
、
票
を
開
け
て
見
れ
ば
、
わ
ず
か

8
万
5
千
票
余
り
の
差
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
勝
負
に
勝
っ
て
、
選
挙

に
負
け
た
形 

に
終
わ
っ
た
。 

改
め
て
、
京

都
に
お
け
る

共
産
党
の
根

強
さ
を
知
ら

さ
れ
た
選
挙 

で
あ
っ
た
。

来
年
に
迫
っ

た
統
一
地
方

選
挙
は
府
市

会
と
も
厳
し

い
戦
い
と
な

る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
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参議院決算委員会の審議

森
友
・
自
衛
隊
日
報

に
多
く
集
中

委員長を務める二ノ湯議員

予
算
委
員
会
の
質
問
が
終
わ
り
、
平

成
28
年
度
決
算
の
審
議
が
参
議
院
決
算

委
員
会（
二
ノ
湯
智
委
員
長
）で
始
ま
っ

た
。
参
議
院
で
は
決
算
の
審
議
を
非
常

に
重
要
視
し
て
お
り
、
決
算
の
参
議
院

と
言
わ
れ
て
い
る
。
予
算
委
員
会
で
も

次
年
度
の
予
算
案
を
じ
っ
く
り
と
質
疑

す
る
の
が
本
来
で
あ
る
。
決
算
委
員
会

も
過
去
の
決
算
を
審
議
し
、
次
年
度
の
予
算
に

反
映
さ
せ
る
の
が
、
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る

が
、
実
際
は
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。
特

に
、
総
理
以
下
各
閣
僚
が
出
席
す
る
委
員
会
で

は
、
テ
レ
ビ
中
継
が
あ
る
た
め
に
、
野
党
の
委

員
の
質
問
は
国
民
受
け
を
狙
っ
た
問
題
に
集
中

し
が
ち
で
あ
る
。
さ
る
、
3
月
9
日
に
行
わ
れ

た
本
年
度
初
め
て
の
決
算
委
員
会
で
も
、
野
党

の
質
問
は
、
森
友
学
園
へ
の
国
有
地
払
い
下
げ

に
関
す
る
文
書
書
き
換
え
、
陸
上
自
衛
隊
の
イ

ラ
ク
派
遣
部
隊
の
日
報
へ
集
中
し
た
。
昨
年
の

予
算
委
員
会
か
ら
、
1
年
以
上
も
継
続
し
て
お

り
、
日
本
の
国
会
は
こ
れ
以
外
に
質
疑
す
る
問

題
は
な
い
の
か
と
い
う
印
象
を
内
外
に
与
え
て

し
ま
う
。
与
野
党
と
も
反
省
す
べ
き
時
期
に
差

し
掛
か
っ
て
い
る
。

西
田
昌
司
君（
自
民
党
）

①
防
衛
省
の
日
報
問
題
②
森
友
学
園
の
ゴ
ミ
処

理
③
公
務
員
の
綱
紀
粛
正
④
安
倍
夫
人
の
行
動

⑤
デ
フ
レ
脱
却
問
題
⑥
新
幹
線
整
備
予
算
の
増

額
⑦
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
正
し
い
理
解

羽
生
田
隆
君（
自
民
党
）

①
森
友
学
園
の
書
き
換
え
問
題
②
医
療
費
興
国

論
③
社
会
保
障
は
消
費
で
な
く
投
資
④
医
療
費

に
係
る
消
費
税
⑤
調
剤
薬
局
の
内
部
留
保
金
⑥

感
染
症
を
持
つ
外
国
人
技
能
実
習
生
の
入
国
問

題
⑦
外
国
人
の
受
診
と
未
収
金
発
生
⑧
病
気
予

防
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
⑨
遺
伝
子
分
析
を
活
用
し

た
医
療
方
針

滝
沢
求
君（
自
民
党
）

①
自
衛
隊
イ
ラ
ク
日
報
問
題
②
自
衛
隊
シ
ビ
リ

ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
③
自
衛
隊
の
隠
ぺ

い
体
質
と
大
臣
指
令
の
組
織
問
題（
末
端
ま
で
指

示
が
届
く
体
制
）④
日
米
首
脳
会
談
へ
向
け
て
の

総
理
の
決
意
⑤
韓
国
・
北
朝
鮮
の
南
北
朝
鮮
首

脳
会
談
と
核
ミ
サ
イ
ル
・
拉
致
問
題
の
解
決
へ

の
対
応
⑥
地
方
創
生
の
充
実
強
化
へ
の
取
組

大
島
九
州
男（
民
進
党
）

①
森
友
学
園
へ
の
虚
偽
答
弁
の
依
頼
②
南
北
首

脳
会
談
の
北
朝
鮮
の
意
図
は
何
か
③
武
器
に
頼

ら
な
い
日
本
の
防
衛
④
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
よ

る
日
本
外
交
の
展
開
⑤
昨
年
の
解
散
・
総
選
挙

の
正
統
性
の
欠
如
⑥
加
計
学
園
の
学
校
説
明
会

へ
の
動
員
要
請
⑦
漢
字
検
定
協
会
へ
の
指
導

藤
田
幸
久
君（
民
進
党
）

①
自
衛
隊
統
幕
長
は
総
理
の
部
下
か
②
上
司
の

責
任
の
取
り
方
③
公
務
員
の
自
殺
者
に
対
す
る

罪
の
気
持
④
文
書
改
ざ
ん
問
題
に
対
す
る
総
理

の
責
任
⑤
官
僚
の
不
祥
事
へ
の
責
任
の
取
り
方

⑥
法
治
主
義
か
ら
人
治
主
義
に
変
わ
る
安
倍
政

治
⑦
憲
法
改
正
は
安
倍
首
相
の
終
極
の
目
標
か

⑧
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
操
作
⑨
安
倍
総
理
の
出
処

進
退

小
西
洋
之
君（
民
進
党
）

①
平
和
安
全
法
制
、
集
団
的
自
衛
権
は
合
憲
か

否
か
②
殉
職
自
衛
隊
員
に
対
し
て
責
任
を
と
る
の

か
③
自
衛
隊
員
の
服
務
の
宣
誓
は
武
断
政
治
で
は

な
い
か
④
佐
藤
正
久
外
務
副
大
臣
の
罷
免

若
松
謙
維
君（
公
明
党
）

①
文
書
改
ざ
ん
問
題
に
対
す
る
各
大
臣
見
解
②

公
文
書
管
理
法
の
改
正
③
28
年
度
の
決
算
の
特

徴
④
子
ど
も
子
育
て
施
策
の
運
用
改
善
⑤
最
近

の
外
交
問
題（
安
倍
総
理
の
外
交
方
針
）⑥
核
軍

縮
に
関
す
る
賢
人
会
議
の
提
案
⑦
福
島
復
興
問

題
⑧
福
島
新
エ
ネ
社
会
構
想
と
電
線
の
増
強
⑨

新
エ
ネ
社
会
形
成
推
進
基
本
法
制
定
⑩
Ｊ
Ｒ
北

海
道　

新
千
歳
空
港
か
ら
札
幌
間
の
快
速
エ
ア

ポ
ー
ト
の
増
便

仁
比
聡
平
君（
共
産
党
）

①
陸
上
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
日
報
問
題
②
米
軍
岩

国
基
地
の
空
母
着
艦
訓
練

石
井
苗
子（
日
本
維
新
の
会
）

①
森
友
学
園
の
土
地
は
誰
の
も
の
か
②
土
地
深

堀
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
③
森
友
問
題
解

明
の
第
3
者
委
員
会
の
設
置
④
文
書
の
改
ざ
ん

問
題
⑤
日
報
の
問
題（
何
故
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
の
か
）⑥
日
報
の
遅
れ
は
女
性
で
あ
っ
た
稲

田
大
臣
へ
の
忠
誠
心
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か

高
木
か
お
り
君（
日
本
維
新
の
会
）

①
商
工
中
金
の
不
正
融
資
②
商
工
中
金
の
天
下

り
の
温
床

又
市
征
治
君（
希
望
の
会
）

①
決
算
文
書
の
書
き
換
え
は
以
前
に
も
あ
っ
た

の
か
②
森
友
に
関
す
る
改
ざ
ん
文
書
等
の
責
任

を
取
っ
て
安
倍
内
閣
は
総
辞
職
す
べ
き
③
原
子

炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
炉
計
画
と
費
用
問
題
④

福
島
被
災
地
の
除
染
作
業
の
不
正
⑤
防
衛
省
の

装
備
品

行
田
邦
子（
希
望
の
党
）

①
公
文
書
管
理
等
②
国
境
離
島（
有
人
）の
状
況

把
握
③
所
有
者
不
明
の
国
境
離
島
④
働
き
方
改

革
問
題
と
日
本
型
雇
用
環
境
の
変
化
⑤
裁
量
労

働
制
の
問
題
点
の
是
正
⑥
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
調
査
⑦
国
会
議
員
事
務
所
の
働

き
方
改
革

藤
末
健
三
君（
国
民
の
声
）

①
憲
法
下
の
防
衛
の
原
則
②
憲
法
を
改
正
す
る

背
景
③
憲
法
9
条
改
正
に
は
国
民
の
声
を
聞
く

必
要
が
あ
る
④
9
条
改
正
の
前
に
日
米
安
保
条

約
と
安
全
保
障
政
策
の
議
論
を
す
べ
き
⑤
未
来

志
向
の
日
韓
関
係
の
構
築

有
田
芳
生
君（
立
憲
民
主
党
）

①
北
朝
鮮
情
勢
と
拉
致
問
題
②
河
野
外
相
の
北

朝
鮮
と
断
交
せ
よ
と
の
発
言
③
拉
致
問
題
は
解

決
済
み
と
の
発
言
④
北
朝
鮮
の
核
実
験
強
行
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

府
議
補
選
自
民
2
議
席
独
占

福
知
山=

家
元
氏
　
伏
見
区=

た
き
わ
き
氏

◉
西
脇
さ
ん
の
17
日
間
の
戦
い
◉

◀
①
告
示
日

◀
④
団
体
総
決
起
大
会

◀
②
深
草
保
育
園
の
演
説
会

◀
⑤
母
親
も
支
援
を
訴
え
る

◀
③
早
朝
で
の
街
頭
活
動

◀
⑥
最
終
日
の
街
頭
演
説

知事選挙は17日間の長い戦いである。最終日
には、大票田の京都市の繁華街で、最終の街頭
演説会を開き、各政党の代表が最後のお願いを
する。二ノ湯自民党府連会長は、竹内公明党京
都代表と河原町四条でマイクを握った。

西脇候補の母親の悦子さんは、前京都市女性会
会長を務め、賢夫人として有名である。夫の選
挙を10回以上経験したとは言え、子供の選挙
をどんな気持ちで見守っていたのだろうか。女
性支援者の会合で、息子への支援をお願いした。

選挙も後半に差し掛かると、陣営を引き締め
る必要がある。3月30日、推薦をもらった
政党、支援団体に呼び掛けて、今一度、西
脇勝利に向けて、結束を確認した。夕方の
時間にも関わらず、約1500以上が参加した。

選挙も中盤になると、候補者は丹後方面を回る。
舞鶴市に入ると、恒例の早朝の朝立が行われた。
ジャパンマリーン、自衛隊舞鶴総監部の近くで、
舞鶴市会議員、地元の支援者と一緒になって、
通勤する社員に手を振って、支援を求める。

初春とは言え、夜になると肌寒い日が多かっ
た。個人演説会の動員は、会場責任者として、
頭を悩ます。学校の講堂、体育館などは広すぎ
て、会場として敬遠される。幼稚園、保育園な
どが、空調設備もあり重宝される。

3月22日に告示された知事選挙。天
候が心配されたが、雨も降らず、予想
を上回る、500人の支援者が集まり、
先ずは幸先の良いスタートであった。
西脇候補、いささか緊張気味であった
が、力強い第一声であった。

岸田政調会長と

塩谷選対委員長と

竹下総務会長と

新
知
事
西
脇
さ
ん
　
挨
拶
回
り
に
大
忙
し

接
戦
を
制
し
、
京
都
府
知
事
に
当
選
し
た
西

脇
氏
は
、
選
挙
疲
れ
も
見
せ
ず
、
投
票
日
翌
日

の
9
日
か
ら
、
京
都
府
商
工
政
治
連
盟
、
各
政

党
の
京
都
支
部
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
な
ど

選
挙
で
大
き
な
支
援
を
貰
っ
た
団
体
に
挨
拶
周

り
を
始
め
た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
大
歓
迎
、
西

脇
新
知
事
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
が
感
じ
ら

福
知
山
市
、
伏
見
区
で
知
事
選
挙
と
同
時
に

執
行
さ
れ
た
府
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、
自
民

党
公
認
候
補
と
し
て
当
選
し
た
2
人
は
議
員
と

し
て
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

家
元
ま
さ
る（
福
知
山
市
）

こ
の
度
の
京
都
府
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お

い
て
、
多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
持
と
ご
支

援
に
よ
り
、
京
都
府
政
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
の
実
績
も
な
い

私
に
貴
重
な
1
票
を
投
じ
て
い
た
だ
い
た
期
待

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
与
え
ら
れ
た
1
年

間
を
即
戦
力
と
し
て
頑
張
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
行
政
経
験
と
知

識
を
活
か
し
な
が
ら
、住
民
目
線
を
大
切
に
「
安

れ
た
。
12
日
に
は
上
京
、
自
民
党
二
階
幹
事

長
、
岸
田
政
調
会
長
、
塩
谷
選
挙
対
策
委
員

長
、
そ
し
て
選
挙
で
推
薦
を
貰
っ
た
各
政
党
の

幹
部
、
地
元
京
都
選
出
の
衆
参
国
会
議
員
の
事

務
所
を
回
っ
た
。
さ
ら
に
17
日
に
は
、
竹
下
亘

自
民
党
総
務
会
長
を
訪
問
、
自
民
党
役
員
連
絡

会
で
御
礼
の
挨
拶
を
し
た
。
東
京
で
の
挨
拶
周

り
に
は
、
自
民
党
京
都
府
連
会
長
の
二
ノ
湯
智

参
議
院
議
員
が
同
行
し
た
。

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

た
き
わ
き
正
明（
伏
見
区
）

皆
様
か
ら
の
厚
い
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
蔭

で
、
初
当
選
を
さ
せ
て
頂
く
事
が
で
き
ま
し

た
。
当
選
に
向
け
、
多
大
な
ご
尽
力
を
頂
き
ま

し
た
皆
様
方
の
お
蔭
と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
初
挑
戦
で
あ
り
、
公
認
か
ら
の
期
間
も

短
く
知
名
度
も
な
い
た
め
大
変
厳
し
い
選
挙
で

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
応
援
し
て
い
た

だ
き
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
皆
さ

ん
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
地
域
発
展
の
た
め
、

京
都
の
未
来
に
向
け
て
全
力
で
府
政
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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支援団体、府職員を前に挨拶する知事

全
身
全
霊
で

安
心
の
京
都
づ
く
り
に
邁
進

一
、
ア
メ
リ
カ
政
府
高
官
の
辞
職
が
相
次
い
で

い
る
。
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
国
務
長
官
は
じ
め
多
く

の
補
佐
官
が
辞
め
て
い
く
。
大
統
領
の
任
命
権

者
と
し
て
の
資
質
に
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な

い
。
高
官
は
、
世
界
の
平
和
と
安
全
に
責
任
を

持
つ
人
だ
け
に
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。

一
、
滋
賀
県
長
浜
市
の
交
番
所
勤
め
の
新
採
巡

査
が
、
先
輩
巡
査
を
拳
銃
で
殺
し
た
。
日
本
の

警
察
史
上
初
め
て
の
不
祥
事
で
あ
る
。
一
つ
間

違
え
ば
、
凶
器
と
な
る
拳
銃
を
持
つ
警
察
官
で

あ
る
。
採
用
に
は
、
相
当
厳
し
い
審
査
し
て
い

る
筈
で
あ
る
が
、痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ
っ
た
。

一
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
舞
台
と
な
る
地
方

に
、
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
明
智
光
秀
を

取
り
上
げ
て
欲
し
い
と
京
都
の
自
治
体
は
随
分

前
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
陳
情
し
て
い
た
。
漸
く
2020

年
1
月
か
ら
、「
麒
麟
が
く
る
」
と
い
う
作
品

名
で
光
秀
が
主
役
と
な
る
。

一
、
朝
鮮
労
働
党
委
員
会
は
、
核
ミ
サ
イ
ル
実

験
の
中
止
、
核
実
験
場
の
廃
止
を
決
定
し
た
。

核
戦
力
が
完
成
し
た
こ
と
が
、
今
回
の
表
明
の

背
景
。
北
が
日
本
を
射
程
に
し
て
い
る
核
ミ
サ

イ
ル
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。
北
が
日
本
の

脅
威
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

4
期
16
年
を
も
っ
て
勇
退
を
決
断
し
た
、
山

田
啓
二
知
事
の
退
庁
式
が
府
職
員
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
山
田
氏
は

次
の
よ
う
な
退
任
挨
拶
を
し
た
。

新
し
く
知
事
に
選
出
さ
れ
た
西
脇
隆
俊
氏
の

登
庁
式
が
4
月
16
日
に
行
わ
れ
た
。
当
日
は
西

脇
氏
当
選
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
活
力
京

都
の
役
員
は
じ
め
、
府
庁
の
幹
部
職
員
が
多
数

参
加
し
た
。
西
脇
氏
は
い
さ
さ
か
緊
張
し
た
面

持
ち
で
あ
っ
た
が
、
京
都
府
発
展
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
す
と
力
強
く
挨
拶
し
た
。

い
よ
い
よ
お
別
れ
を
言
う
時
が
参
り
ま
し

た
。
知
事
と
し
て
16
年
、
職
員
の
皆
様
、
ま

た
、
村
田
議
長
を
は
じ
め
府
議
会
議
員
の
皆

様
、
市
町
村
長
の
皆
様
、
市
町
村
会
議
員
の
皆

様
、
さ
ら
に
は
関
係
団
体
の
皆
様
、
府
の
Ｏ
Ｂ

の
皆
様
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
京

都
に
来
た
時
に
は
全
く
考
え
も
し
な
か
っ
た
よ

う
な
大
勢
の
方
々
に
お
別
れ
に
来
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
勇
退
を
表
明
し
て
以
来
、
至
る

と
こ
ろ
で
「
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
も
、
京
都
府
政
は
今

日
も
明
日
も
変
わ
り
な
く
続
き
ま
す
。
月
曜
日

か
ら
新
し
い
知
事
が
参
り
ま
す
。
西
脇
知
事
が

来
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
課
題
、
過
疎
高
齢
化
の

問
題
や
格
差
の
問
題
、
イ
ン
フ
ラ
を
生
か
し
た

府
民
生
活
の
構
築
、
府
政
は
留
ま
る
こ
と
を
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
府
民
の
皆
様
の
た
め
に
、
府
政

は
さ
ら
に
新
し
い
歴
史
を
紡
ぐ
こ
と
で
し
ょ

う
。
皆
様
と
過
ご
し
た
日
々
を
糧
に
、
私
も
新

た
な
挑
戦
に
入
り
ま
す
。「
挑
戦
な
く
し
て
前

進
な
し
」、
言
い
続
け
た
言
葉
を
、
ま
た
こ
れ

か
ら
も
皆
様
と
と
も
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
府
民
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

西
脇
知
事
の
抱
負

こ
の
度
、
京
都
府
知
事
に
就
任
致
し
ま
し

た
西
脇
隆
俊
で
ご
ざ
い
ま
す
。
出
馬
表
明
か

ら
約
2
ヶ
月
、
京
都
府
内
を
北
か
ら
南
ま
で

回
り
、
多
く
の
府
民
の
皆
様
の
声
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
充
実
、
子
育
て
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
安

定
、
中
小
企
業
・
農
林
水
産
業
の
人
材
確

保
、
イ
ン
フ
ラ
効
果
の
波
及
、
府
域
の
均
衡

あ
る
発
展
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
素
晴
ら
し
い
自
然
、
歴
史
と
伝
統

文
化
、
多
様
な
中
小
企
業
、
地
域
を
支
え
る

住
民
な
ど
京
都
の
底
力
と
可
能
性
を
感
じ
る

2
ヶ
月
で
し
た
。
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
が
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
府
民
の

誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
京

都
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

京
都
府
知
事　

西
脇
隆
俊

西脇新知事初登庁山田さん惜しまれての勇退


